
「「「「奈良県奈良県奈良県奈良県ひとりひとりひとりひとり親家庭実態調査親家庭実態調査親家庭実態調査親家庭実態調査」」」」結果概要結果概要結果概要結果概要

・調査目的：県内のひとり親家庭(奈良市を除く地域)の生活状況やニーズ等を把握し、

ひとり親家庭の福祉において重点的に取り組むべき課題を明確化する。

・調査期間：平成２１年９月２５日～平成２１年１０月１６日

・調査対象者数：①母子世帯2,826人②父子世帯295人③寡婦世帯136人

・調査方法：郵送調査方式

・調査項目数：３４問（枝番有り）

・主な調査項目：ひとり親になった理由、子育ての状況、仕事、家計、養育費等

・回収結果 配布数 ３，２５７

回収数 １，２４９(うち、有効回収数１，２１６）

有効回収率 ３７．３％

Ⅱ 調 査 結 果 ひとり親になった理由2.9 27.0 70.6 58.3 18.5 8.7 7.56.0 0.4母子父子 単位：％死別 協議離婚 調停離婚 その他 無回答
同居家族の状況62.944.3 35.151.3 4.31.60.4母子父子 単位：％子のみ 実父母を含めた同居 その他 不明

子ども(18歳未満)の状況②14.59.1 16.313.9 21.823.6 23.126.7 23.426.7 0.9母子父子 単位：％就学前 小学1～3年 小学4～6年 中学生 中卒～ 不明○協議離婚は母子世帯の７割、父子世帯は約6割を占める。死別は、父子世帯では約3割となっており、年代別では、50歳代以上が多数を占める。○母子世帯の約６割が母子のみで居住しているのに対し、父子世帯の父子のみの居住は約４割。父子世帯で、生活面をサポートする親族の存在が顕著。○母子世帯、父子世帯とも、児童数は1人が最多。平均児童数は、いずれも、1.43人。(「0人」は、18～20歳未満の子ども)○母子世帯に比べ、父子世帯の児童の年齢が高い傾向。

Ⅰ 調 査 概 要

子ども(18歳未満)の状況①2.910.4 57.545.2 32.035.7 5.37.8 0.91.0 0.11.1母子父子 単位：％0人 1人 2人 3人 4人 5人 不明

1

(配偶者のない女子で､かつて母子家庭の母であった者)



年間収入

就業状況

○母子世帯の87.0％、父子世帯の91.3％が就業。

前回調査(H16実施)に比べ増加(前回 母子81.4％、父子88.9％）。

○前回調査に比べ、正社員の割合は横ばい(前回 母子38.3％、父子61.5％)。

○自営業主が減少(前回母 子4.8％、父子25.0％)し、派遣・パートが増加(前回母子51.2％、父子7.7

％)しており、不安定な就労状況がうかがえる 。

○母子世帯は、200万円未満が全体の約６割を占める。

前回調査でも、200万円未満が全体の約６割と大きな変化はない。

○父子世帯は、200～500万円が約半数を占める。

前回調査では、400～500万円未満が最多であったが、今回は300～400万円未満が最多。

また、200万円未満が11.2％から16.5％に増加。年間収入が低下していることがうかがわれる。

就業状況87.0
0.1 0.912.9 7.8

91.3
0.020.040.060.080.0100.0

就業している 就業していない 無回答
％

母子 父子
就労形態

1.0 1.01.02.7 39.7 53.1
2.5

61.9
2.92.916.2 15.30.010.020.030.040.050.060.070.0

自営業主 家族従業者 正社員 派遣・パート その他 無回答
％

母子 父子

5.25.25.25.2 11.311.311.311.3 17.317.317.317.319.219.219.219.212.212.212.212.211.311.311.311.35.25.25.25.27.07.07.07.09.69.69.69.6

4.34.34.34.36.96.96.96.9 13.713.713.713.713.613.613.613.6 24.824.824.824.811.111.111.111.15.15.15.15.16.06.06.06.0 9.49.49.49.4

0.00.00.00.0 10.010.010.010.0 20.020.020.020.0 30.030.030.030.0 40.040.040.040.0100100100100万円未満万円未満万円未満万円未満100100100100～～～～200200200200万円未満万円未満万円未満万円未満200200200200～～～～300300300300万円未満万円未満万円未満万円未満300300300300～～～～400400400400万円未満万円未満万円未満万円未満400400400400～～～～500500500500万円未満万円未満万円未満万円未満500500500500～～～～600600600600万円未満万円未満万円未満万円未満600600600600～～～～700700700700万円未満万円未満万円未満万円未満700700700700～～～～800800800800万円未満万円未満万円未満万円未満800800800800万円以上万円以上万円以上万円以上

％％％％

H21H21H21H21H16H16H16H16

22.822.822.822.833.733.733.733.7 19.519.519.519.5 8.38.38.38.3 4.64.64.64.62.82.82.82.80.90.90.90.90.90.90.90.90.50.50.50.5

23.023.023.023.032.132.132.132.1 20.120.120.120.1 7.07.07.07.04.44.44.44.44.24.24.24.21.51.51.51.51.21.21.21.20.90.90.90.9

0.00.00.00.010.010.010.010.020.020.020.020.030.030.030.030.040.040.040.040.0 100100100100万円未満万円未満万円未満万円未満100100100100～～～～200200200200万円未満万円未満万円未満万円未満200200200200～～～～300300300300万円未満万円未満万円未満万円未満300300300300～～～～400400400400万円未満万円未満万円未満万円未満400400400400～～～～500500500500万円未満万円未満万円未満万円未満500500500500～～～～600600600600万円未満万円未満万円未満万円未満600600600600～～～～700700700700万円未満万円未満万円未満万円未満700700700700～～～～800800800800万円未満万円未満万円未満万円未満800800800800万円以上万円以上万円以上万円以上

％％％％

H21H21H21H21H16H16H16H16

母子世帯母子世帯母子世帯母子世帯 父子世帯父子世帯父子世帯父子世帯

2



○母子世帯の第1位は義務教育後の学費。次に、生活、就職と続く。

○父子世帯では、第1位に生活。次に、義務教育後の学費、養育費となっている。

9%
32%

1%13% 2%3%2%17%18%13%24% 7%
48%

11% 4%
37% 23% 4%

32% 24%
3% 10%0%10%20%30%40%50%

就職 職業能力 生活 子育て 住宅 義務教育後の学費
養育費 元配偶者 その他 とくにない 無回答

母子世帯 父子世帯

56.743.3 93.1
6.9 80.545.0 15.653.70.020.040.060.080.0100.0

取り決めあり 取り決めなし 取り決めあり 取り決めなし
％

H16 H21 父子世帯父子世帯父子世帯父子世帯その他, 8.3
取り決めの半分も支払われていない, 8.3 全く支払われていない,25.0 取り決めどおり支払われている, 58.3

行政に期待する相談・支援

○母子世帯では、過半数が「取り決めなし」。

○父子世帯の「取り決めあり」が前回調査に比べ

2倍以上に増えているが、母子世帯に比べると、

少数。

○支払状況は、母子世帯の半数以上が取り決め

どおりに支払われていない。

逆に、父子世帯では半数以上が取り決めどおり

に支払われている。

養育費について 母子世帯母子世帯母子世帯母子世帯無回答, 3.9その他, 8.3
取り決めの半分も支払われていない,10.5 取り決めの半分以上支払われている, 7.5全く支払われていない,32.7 取り決めどおり支払われている, 37.1

母子世帯 父子世帯
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Ⅲ 今後の施策展開

母子及母子及母子及母子及びびびび寡婦福祉法寡婦福祉法寡婦福祉法寡婦福祉法にににに基基基基づきづきづきづき、、、、平成平成平成平成22222222年度中年度中年度中年度中にににに策定策定策定策定するするするする

「「「「奈良県奈良県奈良県奈良県ひとりひとりひとりひとり親家庭等親家庭等親家庭等親家庭等のののの自立支援自立支援自立支援自立支援プランプランプランプラン((((第第第第2222次次次次))))」」」」にににに

おいておいておいておいて、、、、本調査結果本調査結果本調査結果本調査結果からからからから得得得得られたひとりられたひとりられたひとりられたひとり親家庭親家庭親家庭親家庭のののの現状現状現状現状をををを

踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、課題課題課題課題をををを解決解決解決解決するためのするためのするためのするための目標及目標及目標及目標及びびびび取取取取りりりり組組組組みみみみ施策施策施策施策をををを

具体化具体化具体化具体化するするするする。。。。

自由記述自由記述自由記述自由記述にににに見見見見るひとりるひとりるひとりるひとり親家庭親家庭親家庭親家庭のののの想想想想いいいい

生活の苦しさや経済的な支援を求める意見が多数。

次いで、行政の窓口に対する不満や制度の充実を求める意見が多い。

経済的経済的経済的経済的なななな支援支援支援支援にににに関関関関するするするする意見意見意見意見

☆経済的支援の充実

★児童扶養手当の所得制限の緩和

☆義務教育後の学費負担の軽減

★児童扶養手当の見直し

☆父子家庭に対する支援の充実

★母子医療助成の充実

子育子育子育子育てててて支援支援支援支援にににに関関関関するするするする意見意見意見意見

☆放課後児童クラブ(学童保育)の実施

箇所の増、時間延長

★感染症等による休校園時の保育、

病児保育の実施

☆延長保育、休日夜間保育の充実

★保育所の入所

そのそのそのその他他他他のののの意見意見意見意見

☆県営住宅等の公営住宅の優先入居枠の

拡大

★就業支援の充実

☆ひとり親の就労に対する事業所の理解

★ひとり親同士の交流

☆資格取得支援

★ひとり親家庭のメンタルケアの充実

行政行政行政行政にににに対対対対するするするする意見意見意見意見

☆情報提供の充実

★相談機能の充実

☆行政職員・相談関係者への不満、不信

★手続きの簡素化、窓口の休日夜間対応
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